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Ⅰ 2011年3月期の状況

1 マクニカグループ実績（連結）1 マクニカグループ実績（連結）

3 ネットワーク事業実績3 ネットワーク事業実績

2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）
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（単位：億円）

売上高

経常利益

純利益

予想
（11/1/31）

1,864
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前年実績
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前年比

26%

91%

153%

予想比

1%

7%
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1 マクニカグループ実績（連結）
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連結売上高1,884億円

半導体事業 93%

ネットワーク事業
7%

② 事業別売上高構成比

1 マクニカグループ実績（連結） Ⅰ 2011年3月期の状況
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（単位：億円）

2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）

① 半期毎売上高推移

上半期下半期上半期下半期上半期下半期上半期下半期上半期下半期

Ⅰ 2011年3月期の状況

下半期
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用途

エリア

売上高1,760億 前年比+28％

2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）

② トピックス

産業機器は、景気回復による需要増に伴い半導体製造装置をはじめと
した幅広い分野で拡大。

通信インフラは、携帯電話基地局向け通信システムの活況により伸長、
光伝送装置向けも好調に推移。

OA・周辺機器は、市場の回復によりMFP向けなどが堅調に推移。

コンピュータは、ストレージ向けが堅調に推移。

民生機器は、液晶テレビ向けやデジタル・スチル・カメラ向けなどが
堅調に推移したものの、台湾液晶パネルメーカー向けビジネスが終息
したことから減少。

中国における携帯電話基地局が活況なことや、アジア地域への生産移管
が拡大し、海外売上比率は、前年の29％から30％となりました。

Ⅰ 2011年3月期の状況
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売上高1,380億円

通信端末 9%

通信インフラ
20%

OA・周辺機器
9%

コンピュータ
14%

民生機器
28%

産業機器
20%

2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）

③ 用途別売上高構成比

売上高1,760億円

通信端末 8%

通信インフラ
22%

OA・周辺機器
8%

コンピュータ
11%

民生機器
21%

産業機器
30%

2010年3月期 2011年3月期

Ⅰ 2011年3月期の状況
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品目別前年比

PLD
27%

ASIC
4%

ASSP
23%

アナログ
23%

メモリー
8%

その他標準IC
7%

電子デバイス
7%

PLD
ASIC
ASSP
アナログ

メモリー
その他標準IC
電子デバイス

その他

半導体事業計

＋76%
△46%
＋21%
＋36%
＋19%
＋38%
＋10%
△5%

＋28%

品目 増減率

2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）

④ 品目別売上高構成比

売上高1,760億円

その他
1%

Ⅰ 2011年3月期の状況
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3 ネットワーク事業実績

① 半期毎売上高推移
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Ⅰ 2011年3月期の状況

下半期
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3 ネットワーク事業実績

② トピックス

用途

売上高125億 前年比+9％

クラウドコンピューティングの進展により、データセンター向け
通信機器が好調に推移。

金融機関向けにインターネット関連機器が堅調に推移。

セキュリティ・ソフトウェアなどの企業向け製品は堅調に推移。

Ⅰ 2011年3月期の状況
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品目別前年比

ハードウェア
43%

ソフトウェア
16%

ハードウェア
ソフトウェア
サービス

＋16%
＋8%
＋4%

品目 増減率
サービス

41%

3 ネットワーク事業実績

③ 品目別売上高構成比

売上高125億円

Ⅰ 2011年3月期の状況
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Ⅱ 2012年3月期の状況

1 マクニカグループ予想（連結）1 マクニカグループ予想（連結）

3 ネットワーク事業予想3 ネットワーク事業予想

2 半導体事業予想（集積回路及び電子デバイスその他）2 半導体事業予想（集積回路及び電子デバイスその他）

14

（単位：百万円）

上半期予想 前期比% 下半期予想 前期比% 通期予想 前期比%

売上高 92,100 △1 107,900 14 200,000 6

集積回路及び電子デバイスその他事業 86,150 △1 101,050 14 187,200 6

ネットワーク事業 5,950 △3 6,850 8 12,800 3

売上総利益 13,400 1 15,100 8 28,500 5

営業利益 2,750 △8 3,750 11 6,500 2

経常利益 2,700 △14 3,700 14 6,400 0

当期純利益 1,780 △17 2,480 6 4,260 △5

1 マクニカグループ予想（連結） Ⅱ 2012年3月期の予想

① 予想
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（単位：億円）

① 半期毎売上高推移

2 半導体事業予想（集積回路及び電子デバイスその他）

上半期は減速、下半期から徐々に回復する見通し。

震災の影響による部品の供給不足などにより、車載市場や民生機器
市場を中心に上半期は減速する見込み。

通信インフラは、LTEが好調に推移する見通し。

産業機器は、中国や新興国向けが堅調に推移する見通し。

Ⅱ 2012年3月期の予想
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企業のIT投資は停滞、回復までには時間を要する可能性大。

3 ネットワーク事業予想

① 半期毎売上高推移

企業のIT投資は引き続き厳しい環境続くものの、下半期から徐々に回復

する見通し。

クラウドコンピューティング市場向けに通信機器などが堅調に推移する
見通し。

インターネット関連機器は、金融機関を中心に堅調に推移する見通し。

企業向けセキュリティ・ソフトウェアは堅調に推移する見込み。
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Ⅱ 2012年3月期の予想
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Ⅲ 当社の方向

1 マクニカグループ（連結）1 マクニカグループ（連結）

3 ネットワーク事業3 ネットワーク事業

2 半導体事業（集積回路及び電子デバイスその他）2 半導体事業（集積回路及び電子デバイスその他）
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アジア市場への浸透

1 マクニカグループ（連結） Ⅲ 当社の方向

① ターゲット市場 - エリア
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2009年度 2010年度

Ⅲ 当社の方向

① ターゲット市場 – 用途

産業機器市場、車載市場への浸透

2 半導体事業（集積回路及び電子デバイスその他）

245億円
産機 産機

459億円

2009年度 2010年度

74億円 115億円
車載車載
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Juniper ：ネットワークインフラ

Altor：クラウド向けセキュリティソフトウェア

3 ネットワーク事業 Ⅲ 当社の方向

① ターゲット市場 - 用途

クラウドコンピューティング向けソリューション

Juniper ：リモートアクセス装置

災害対策向けソリューション

McAfee ：暗号化ソフトウェア


